
 

 

令和５年度給与改定（第５回）団体交渉 

 

①  日 時 令和５年１１月２２日（水）０時１２分～０時１４分 

②  場 所 東京区政会館２０階２０３会議室 

③  出席者  

（当局）佐藤副区長会会長（荒川）、寺田副区長会副会長（新宿）、 

桑村副区長会副会長（品川）、坂田副区長（千代田）、佐藤副区長（文京）、 

杉浦副区長（渋谷）、渡辺副区長（杉並）、植竹副区長（葛飾）、 

入澤副管理者（特人厚）、小林人事企画部長、林調査課長、新井勤労課長 

（組合）多田中央執行委員長、西村副中央執行委員長、坂部副中央執行委員長、 

渡辺書記長、萩原書記次長、泉田常任中央執行委員、栗澤常任中央執行委員、   

森田常任中央執行委員、西大條常任中央執行委員、渡辺常任中央執行委員、 

高橋常任中央執行委員 

④  発言要旨 

〈清掃労組〉 

本年の人事委員会勧告は、全級及び全号給にて引上げが実現したものの、春闘結果

における民間の賃上げ状況に期待していた職員の生活改善にはほど遠く、私どもにと

って不満なものとなりました。 

皆さん方とは、労使による意見交換・研究の場において、業務職給料表の水準をは

じめ、人事制度等についても、私どもから課題を提示し、研究を重ねてきています。

賃金確定期のみならず、魅力のある特別区の賃金・人事制度を構築するため、引き続

き、労使で意見交換を重ね、改善に向けた結果が得られるよう要請するものです。  

〈当局〉 

私どもといたしましても、皆さんと精力的に意見交換や研究を進めてまいりたいと

考えております。 

〈清掃労組〉 

 皆さん方の考え方は分かりました。 

賃金水準や人事制度を含む、諸課題の解決に向け、改めて精力的な協議をお願いし、

先ほど皆さんから示された、本年度の賃金改定を始めとする諸課題に関する最終判断

と提案を受け入れることとします。 

〈当局〉 

 妥結のご回答をいただき、ありがとうございます。 


